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１ 高山市立国府中学校  学校行事参加型  自立心 家族の大切さ 

 

○日 時  令和４年１１月１７日（木） 

○主 催  国府中学校ＰＴＡ研修委員会 

（高山市学ぶＰＴＡ推進事業を活用） 

○テーマ  人生の選択肢を増やす 

チコ＆ベンによる歌とピアノのライブ 

・自分のことが好きになれる生き方 

 コロナ禍が続く中，すてきなホールですてきなコンサートが開催さ

れました。チコさんとベンさんの音楽は，力強くて広い！それは，これ

までのチコさんの生き方にあるのかもしれません。チコさんのお父さんはアフリカのコンゴ出身のミュージシャン，

お母さんは富山県出身の人形作家です。（国府中 PTA 案内文より）チコさんは高校生になるまで，容姿などか

ら心ない言葉を言われることが多くなり，コンプレックスを抱き，お母さんに言う言葉は「もっと普通に生まれたか

った」が口癖となった時期があったそうです。そんな時，お母さんは「あなたの言う‘普通’とはどんな子のこと？」と，

真正面から話をしてくれたそうです。 

 チコさん曰く「今，自分が嫌いな人は，どんな自分だったら好きになれるかを考えてほしい。いろいろな考え方が

あることに出会うことが大切。私は，ステージに立っているシンガーになれたら自分を好きになれると思い，努力を

してきました。その努力を積み重ねていくと，だんだん楽しくなりました。」 

思春期真っ只中の子どもたちに向けたチコさんのメッセージが，ベンさんの色彩豊かなパーカッション演奏とと

もに響いていました。 

 

２ 高山市立宮中学校 【在宅取組型】 自立心 家族の大切さ 

 

 

 

 

 

学校だよりを通して，一年間の学校生活の流れや成長に合わせ，各家

庭へ「今，どう声をかけたり見守ったりするとよりよいのか」についての情

報を届けることは，家庭における豊かなコミュニケーションを生み出すこ

とにつながります。子どもたちの非認知能力（数値では表されない姿：例 

黙々と取り組むなど）や自己肯定感をともに高めるポイントとなります。 
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３ 下呂市いのちのふれあい講座 下呂市内の５年生  地域みんなで家庭教育！ 

  

 下呂市のＮＰＯ団体を中心に取り組まれている「いのちのふれあい講座」は，市内の中学３年生（１７年目）のみ

ならず小学校５・６年生にも発展して取り組まれ，今年度で４年目となります。受付でいただいた資料には，指導

案や実践カード，講座前後のアンケート調査等が綴じられており，地域の子どもを取り巻く大人関係者が綿密に

協働的に，かけがえのない自他の存在（＝命）についてメッセージを投げかけています。 

 

◇ テーマ  自己肯定感を高め，自他の存在（＝命）を大切にできる子どもを育てよう 

 

○下呂市立竹原小学校（５年生）１１月１４日（月）  学校行事参加型＋在宅取組型  命の大切さ 

 

 

○下呂市立下呂小学校（5年生） 12月 1日（木）   

学校行事参加型＋在宅取組型 命の大切さ 

子育てで大切にしていることは，同じ目線で向き合い，嬉しいことも

嫌なことも対等に伝えるということです。子どもとの約束はしっかり

守ります。後でと言ったら，必ず後で約束事を果たします。（子育て

中のお母さんより） 

「自分がここにいる，今，存在していること自体が尊いこと」です！  

わが子は，何があっても可愛い！ 大事に思ってくれている人がいる！

ということを忘れないでほしいです。（子育て中のお母さんより） 

赤ちゃんを育てるときが来たら，この授業を思い出したい・・・（児童） 

＜助産師さんからのお話＞ 

＜子育てママさんからのお話＞ 

＜赤ちゃん人形を抱っこ＞ 

＜子育てママさんからのお話＞ 

初めて赤ちゃんの人形を抱っこして，赤ちゃんの重さを知りました。本

当の赤ちゃんは動くから，抱っこするのはもっと大変なんだろうと思い

ました。（児童） 

お腹が大きくなるのが嬉しくて，どんな名前が良いかたくさ

ん考え，生れてくるのが待ち遠しかったのを覚えています。大

変なときもあったけど，可愛くて可愛くて・・・もうすぐ 11 歳。

これからの成長も楽しみだよ。（保護者） 

私は，朝おかあさんとけんかをしてしまいます。今日の話を聞いて明

日からは，けんかせずに学校に行きたいです。私を産んでくれてあ

りがとう。（児童） 

お母さんも、いつもイライラして怒ってしまってごめんね。 ・・・ 

お母さんこそ，私のところに生まれてきてくれてありがとう。あなた

がここにいるのは当たり前じゃなく，あなただからなんだからね！誰

にもかわることができない唯一の私の宝物です。本当に私たちの

ところに生まれてきてくれて，ありがとう！（保護者） 


